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平成２６年９月：第３９０回 大野市議会定例会 
 
一般質問   ９月１６日（火） 午前 

質問者 質   問   概   要 

 

兼 

井 

（
新
生
お
お
の
） 

１ 人口減少対策事業について 

○ 福井県内の市の 2010→2040年人口予測による減尐率の大野市の順位はどうか。 

○ ㈱電通と連携してプロジェクトチームを立ち上げ、人口減尐対策に係る調査研究と

今後の取り組みについて検討する人口減尐対策事業は、どのような目標を掲げて取り

組まれるのか。そして、その目標を達成するためにどのような課題があると考える

か。 

２ 移住定住促進の取組みについて 

○ 移住定住促進事業の成果について聞きたい。 

○ 緑のふるさと協力隊の方々で期間終了後も定住された方、定住されなかった方の

声、感想があれば聞きたい。 

○ 移住定住促進と、芸術家が市内に滞在して創作活動を行うアーティスト・イン・レ

ジデンス事業との連携や、30 歳前後で引退することが多いプロスポーツ選手の移住な

ど、他の地域と違う特色を持たせた仕組みが必要と考えるがどうか。 

３ 森林活用について 

○ 大野市木材利用基本方針が定められて以降、市における木材の利用促進について聞

きたい。 

○ 「バイオマス発電の運転開始に伴い、林業従事者の雇用が創出される」との説明が

あったが、どのような形態の雇用になるのか。冬期間についてどのように考えている

のか聞きたい。 

４ 子どもたちの希望ある将来について 

○ 福井市と鯖江市で、小中学校生を対象に月１回のプログラミング教育の教室が行わ

れるとのこと。大野市の子どもたちにもチャンスを提供できないか。 

○ 青年男女の「インターネット依存」が問題になっているが、市の子どもたちにおけ

るスマートフォンやタブレット端末による悪影響の現状と対策について聞きたい。 

５ 化石の観光活用について 

○ 九頭竜湖駅裏で開催されている化石発掘体験の成果と今後について聞きたい。 

○ 今後の化石を活用したまちづくりについて聞きたい。また、恐竜博物館や、リニュ

ーアルした「平成の湯」等との連携についても聞きたい。 
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質問者 質   問   概   要 

松 

田 

（
新
風
お
お
の
） 

１ 環境保全型・越前おおの型農業について 

 市長は、安全安心な農産物を提供し、越前おおののブランド力を高め、環境保全型・

越前おおの型農業をさらに推進していくとしているが、 

○ 環境保全型（調和型）・越前おおの型農業は具体的にどのようなものなのか。そし

て目指すところはどこなのか。 

○ これを推進していくための具体的な計画はどのようなものか、５Ｗ１Ｈで示してほ

しい。 

○ 農林樂舎の役割をどのように考えているのか。 

○ 「結の故郷越前おおのは環境王国！」として、今後、どのように推進し充実させて

いくのか。 

２ 小・中学校再編のための学校教育審議会について 

 小中学校の再編問題を検討する学校教育審議会が、今年度５回程度開かれて 27 年度に

吟味し、28 年度から実施すると聞いている。近いうちに答申が出て、これに対して学校

区ごとに説明し意見集約するとしているが、 

○ 学校再編に向けてのタイムスケジュールはどのようになっているのか。 

○ 小中学校の再編を検討する学校教育審議会をなぜ秘密会議（非公開）としたのか。 

○ 教育審議会の基本方針を明確にして公開してほしいと考えるが、どのような方針で

進められているのか。 

○ 学校教育活動と地域活力との関係をどのように考えているか。 
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一般質問   ９月１６日（火） 午後 

質問者 質   問   概   要 

髙 

岡 

（
双
葉
会
） 

１ 水について 

○ 市長の水に対する考えを尋ねる。 

２ 水についてＰａｒｔⅡ 

○ 当市の水利権の現状はどうなのか。 

○ 森・水保全条例制定後の現状はどうか。 

○ 安全安心の観点から地下水を飲料水としている現状をどのように受け止めている

か。 

○ 知的所有権である地下水の位置づけは。 

○ 昨今の地下水の水質はどうか。 

○ 「命の水」と銘打っているが湧水文化再生計画の基本コンセプトは何か。 

○ 水循環基本法が制定され、当市でも地下水対策審議会等が設置されているが現状は

どうか。 

○ 当市における湧水地の現状はどうか。 

○ 湧水地・水で受賞をしているが、観光ＰＲにつなげているのか。 

○ 「水の見える街」の現状はどうか。 

○ 市街地の流水量の現状はどうか。 

○ 環境保全の観点から下水道布設に伴う加入現状はどうか。 

○ 市の用排水路は美化されていると思うが現状はどうか。 

○ 地下水保全基金の現状はどうか。 

○ 消火等に使用される水の管理状況はどうか。 

○ 安全安心な水の供給における上水道の現状はどうか。 

○ 当市の治水事業の現状はどうか。 
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質問者 質   問   概   要 

榮 

（
日
本
共
産
党
・
大
野
市
議
団
） 

１ 家族農業中心の戦後農政を覆す安倍農政について 

○ 安倍農政は農業つぶしのＴＰＰ交渉に自らの公約に違反して参加し、アメリカに屈

服して日本農業を売り渡す譲歩を重ね、交渉の「早期妥結」に突き進んでいる。 

  ＴＰＰ妥結前提の「農政改革」に進むため「農業の競争力強化」の名による市場原

理の全面的な導入であり、全農地の８割をごく一部の担い手に集積する農業の大規模

化や企業参入の促進、企業の農地参入を促進する農地中間管理事業を創設し通常国会

で農政「改革」法案を成立。 

  「改革」の新たな課題として集中的に検討してきた農業委員会、農業生産法人、農

協の制度見直しなど「３点の見直しをセットで断行」を今秋に関連法案をまとめ来年

の国会で成立させる狙い。 

  以上の農政「改革」動向を自治体として傍観しているのみか。大野市農業への影響

をどのように考えているか。 

２ 新築の九頭竜温泉「平成の湯」について 

○ これから降雪時期に向かうが、７月議会の答弁では「平成の湯の雪対策は、施設の

玄関部分や露天風呂部分の必要部分は雪囲いを予定している。また小型除雪機械によ

る除雪や降雪の状況では排雪作業も加味しなければ」との答弁だが、除排雪の責任の

所在はどこか。 

○ 飲料水には支障がないとの答弁だが、現場では水不足の経験で困ったと聞くがどう

か。 

３ 国民健康保険証の短期保険証について 

○ 国保資格証明書所持者の受診権確保の大野市の取り組みは。 
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一般質問   ９月１７日（水） 午前 

質問者 質   問   概   要 

宮 

澤 

（
新
生
お
お
の
） 

１ 観光について 

○ 本市の観光の基礎とは何か、どこか、イベントか、どのように考えているのか。 

○ 本市には観光のための大きな建物は越前大野城だけではないのか、この現状をどの

ように考えるのか。 

２ 農業について 

○ 農業の現状と他の産業との連携の取り組みへの考えはどうか。 

○ 農産物はいろいろあるが、農産物イベントをどのように考えているのか。 

○ 農林樂舎の設立目的を今一度聞きたい。 

３ 歴史、文化について 

○ 昭和 30 年代～40 年代の物品を集め、展示会を開催した経緯を聞きたい。また、そ

れらの活用を今後、どのようにするのか。 

○ 和泉地区にある面谷鉱山に対し、いつ頃までに観光等について検討するのか。 

○ 化石を教育、観光等に活用する事は和泉地区の活性化につながると思うが、今後の

対応をどのように考えているのか。 

○ 鳩ケ湯の現状を聞きたい。 

梅 

林 

（
新
風
お
お
の
） 

１ 平成 27年度予算の方向性について 

○ 平成 25 年度決算書及び各審査意見書を基に、平成 27 年度予算をどのように考える

か。 

○ 平成 25年度事務事業評価の目的は。 

２ 雨、雪の利用について 

○ 地下水保全に係る各計画は、雨を利用し節水につなげることや、雨を地下浸透させ

ること等も施策としているが、その現状は。 

○ 豪雪地帯ならではの雪の利用は、エネルギー、商品、観光等々、今後の市の発展に

欠かせない財宝であると考えるが、取り組みへの市長の見解は。 

３ ひとり親家庭の支援について 

○ 本市独自のひとり親家庭への支援施策は。 

○ ひとり親家庭の相談窓口等の対応について。 

○ 非婚のひとり親家庭への「みなし寡婦（夫）控除」適応について。 
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一般質問   ９月１７日（水） 午後 

質問者 質   問   概   要 

浦 

井 

（
日
本
共
産
党
・
大
野
市
議
団
） 

１ 子ども・子育て支援新制度の問題点について 

○ 新制度では、保育の利用認定が必要になり、短時間保育とされた場合、これまでよ

り保育時間が短くなる。制度変更について市民への周知をどうするのか。延長保育や

土曜日の保育ニーズをどう考えるか。 

○ 家庭的保育事業等の認可基準は保育士資格者の割合や、給食の扱い、面積基準な

ど、現行基準より低下すると指摘されている。現行基準を下回らないようにすべきで

はないか。 

○ 市が定める保育料の他に、実費徴収（通園送迎費、給食費、文房具費、行事費等）

やそれ以外の上乗せ徴収（教育、保育の質の向上を図るための対価）が可能になる。

保護者負担が増えるがどう考えているか。 

○ 新制度の実施には、1.1 兆円の予算が必要とされるが、財源は消費税 10 ㌫増税分の

一部 7,000 億円と、その他 4,000 億円を充てるとしている。消費税が満額確保される

のは 2017 年になり、来年４月１日には消費税以外の財源確保が必要になるのではない

か。 

○ ニーズ調査では、母親はフルタイム労働が多く、パートからフルタイムへの転職希

望も多い。０～２歳の保育ニーズと保育の現状はどうか。 

２ 地域医療について 

○ 市内の有床診療所が減って無床診療所になっている。身近で入院可能な医療機関が

減尐して困っている。市の認識はどうか。 

○ 市内で入院できる施設も減尐している。奥越の二次医療圏の中核病院として福井勝

山総合病院の役割をどう考えているか。 

○ 新しい「地域医療機能推進機構」は、法律で地域協議会の設置を義務付けられてい

る。大野市も参加を考えるべきではないか。 
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質問者 質   問   概   要 

前 

田 

（
新
生
お
お
の
） 

１ 立地適正化計画について 

○ 提案理由説明にある立地適正化計画とはどのようなものか。今後現状把握、分析を

行い策定に取り組むとあるが、詳しく説明されたい。 

２ 若者の定住化について 

○ 結の故郷奨学金制度が若者定住化の一助になると考えられるが、その他の定住化策

はあるのか。 

３ 伝統文化伝承条例の制定について 

○ 条例の制定に向けて、その内容を詳しく説明願いたい。 

○ 伝統文化、芸能の後継者の高齢化が進んでいるが、対応策をどのように考えるか。 

４ 越前おおのブランド大使について 

○ ブランド大使の活用については、当初の目的のようになされているのか。 

 


